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新たな学習交流拠点を目指して
－	神田外語大学附属図書館の活性化、そしてこれからの取り組み	－
 神田外語大学附属図書館　課長　
	 吉　野　知　義
講 演 要 旨 第 72 回（2018 年度）東海地区大学図書館協議会　研究集会（2018.8.24）
はじめに
本日は、東海地区大学図書館協議会というとて
も大規模な、そしてとても歴史のある協議会にお
招きいただきまして、本当にありがとうございま
す。「新たな学習交流拠点を目指して」ということ
で事務局からテーマをいただきました。実は、
2016 年に私学経営研究会の『私学経営』という雑
誌に同じタイトルの記事を掲載していただきまし
た。これが元になっておりますが、それから約２
年経過しておりますので、その記事の内容プラス
２年分、そしてこの先ということをお話しできれ
ばと思っております。
神田外語大学について
私の勤めております、神田外語大学は、JR の東
京駅の隣駅、神田駅の近くにある神田外語学院と
いう英語の専門学校を母体として 1987 年に千葉
県の幕張に開設した４年制大学です。
学部は外国語学部１学部のみで、１学年約
1,000 人、全学生約 4,000 人という規模です。学科
は、英米語学科という英語を中心の学科が半分ぐ
らいで、その他に国際コミュニケーション学科、
アジア言語学科で中国語、韓国語、タイ語、イン
ドネシア語、ベトナム語、それから、イベロアメ
リカ言語学科でスペイン語とブラジル・ポルトガ
ル語専攻という構成になっております。男女比で
は女子学生が多くて、７割ぐらいが女性という感
じです。
神田外語大学附属図書館について
その中にある図書館ですが、このガラス張りの
凝ったデザインの建物が図書館です。図書館の利
用状況で言うと、蔵書冊数は大体 18 万冊で、貸出
冊数が年間２万冊程度、昨年度の入館者数は12万
5,000 人となっております。このぐらいの規模の
大学だということでご理解いただきたいと思いま
す。
このスライドの右上にもずっと出しています
が、先ほどご覧いただいた図書館の建物をモチー
フにしたピクトグラムを自作して、昨年の図書館
総合展ではこのピクトグラムを中心に、図書館内
のサイン計画の話とか業務改善の話などをポス
ターセッションで出しておりました。その後、今
年の２月の図書館雑誌にも、そのピクトグラム、
サイン計画の話を掲載していただいております。
こちらの関係でも今年はいくつか講演などをさせ
ていただいているので、そちら方面でご存知の方
がいらしたらうれしいです。このようなことも今
日ご紹介する取り組みのひとつになるのかもしれ
ません。
自己紹介
自己紹介もさせていただきたいと思います。図
書館情報大学を卒業して、丸善株式会社（現丸善
雄松堂株式会社）に入社しました。その後、武蔵
工業大学（現東京都市大学）という東京の理工系
の大学で図書館の仕事をしておりました。ここで
新図書館の建設計画とか建築に関わって、データ
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ベースの導入や電車ジャーナル化を進めてきまし
た。その後、丸善株式会社に再入社して、リンク
リゾルバなど電子系商品の販促や電子書籍の企画
開発に携わりました。
その後、2012 年に今の神田外語大学に転職しま
して、最初は図書館の課長だけだったのですが、
その後、学長室の情報戦略担当課長とか IR推進室
も兼務させられるようになりまして、今年の４月
からそれも変わって、教務部の次長と図書館の課
長と IR 推進室という３つ掛け持ちの形でやらせ
ていただいております。
当館の取り組みの背景について
この研究集会のテーマは、先ほど館長先生から
もお話しがありましたように「新たな知を創出す
る大学図書館の取り組み」です。今回の研究集会
には、従来の大学図書館の枠をはみ出した活動を
されているとお呼びいただいたわけですが、これ
をもらったときから結構きつくて、大学図書館の
枠をはみ出した活動というのは何なんだと。「はみ
出した」なんです。はみ出し者、アウトローなん
ですよ。そんな話をしていいのかということと、
実際にやっているわれわれに、それがはみ出して
いたのかどうかという認識がまずないというとこ
ろで、では何を話せばいいのかというのが困りど
ころでした。
今日は、５つぐらいの取り組みをご紹介しま
す。先ほどご紹介したように、2012 年に転職して
きましたので、その2012年から私がやってきたこ
とになるのですが、転職のとき、さまざまな場面
でとにかく「活性化」ということをずっと言われ
まして、図書館を活性化してほしい流れになって
いたんですね。「活性化と言われても、別に活性化
してきた実績はないし」と思いながら、職に就い
たわけです。
さて、勤めてみると、先ほどもご紹介したよう
な奇抜なガラス張りの建物の１階部分が図書館で
す。今で言う、とてもインスタ映えのする建物で、
左下にあるように、夜景もとてもきれいな建物に
なっています。これが７号館という建物で、１階
が図書館、２階が英語以外の言語を学習する多言
語学習センター、３階にカフェという構造になっ
ています。中身はこのような感じです。珍しいこ
とに無垢の木材のフローリングが全面使われてい
て、カラフルな椅子、仕切りのない、一面見渡す
限りのフロアで、片面ガラスですので非常に明る
い開放的な図書館です。
このように見栄えがいいので、学生が来るだろ
うと勝手に思っていたわけです。これはみんな使
うよね、と。そこで、活性化といえば入館者数を
増やさなければということで、過去の入館者数を
チェックしてみました。
すると、徐々に減ってきて、2008 年で底を打っ
ているわけです。2008 年に今の７号館の新図書館
ができましたというところで、2009 年からは持ち
直します。ただ、2010 年までの２年間で新図書館
ブームはあっさりと去ったようで、2011 年には元
通りの12万人台に戻っています。こういう数字を
もし当時面接していた経営側が知っていたとすれ
ば、それは活性化してほしいと言いますよね。私
はこの数字を後で知りましたが、「ああ、そういう
ことなのね」ということで、まずは入館者数を増
やすことをいくつかやってみようというところか
ら始めてみました。
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活性化に向けたポリシーづくり
そうは言っても、何をやったらいいのかという
のは、皆さんもお悩みのことと思います。私の想
像では、どこの図書館でも入館者数とか貸出冊数
は微減というか、激減というか、決して驚くほど
伸びるような感じではないと思います。そうでは
なくて、いや年々右肩上がりですということだっ
たらすみません。後でご質問のときにご意見をい
ただきたいと思います。
では何をすればいいのか。そのときに、最初に
ぶち当たるのが職員のことでした。そんなにいろ
いろやっていて何人の職員さんがいるのですかと
よくご質問いただくのですが、2012 年に入ったと
きは、私が課長で、その下に専任職員が３人いま
した。１人は図書担当で１年前に学内異動してき
た初心者、雑誌担当が10年間あの図書館にずっと
いる人、それから、兼任の職員がもう１人、１年
前に異動してきたのですが、出版局を兼任してい
たので、事実上、図書館の仕事はできていないと
いうことなので、私の以下２名、あとはパートの
非常勤職員数名という状況でした。
この人たちに活性化しろと言ってもなかなか難
しいので、あまりミッションとかデューティを与
え過ぎると仕事が嫌になってしまうかもしれませ
ん。新しい人は「図書館ってそんなところだと
思っていませんでした」とくるかもしれないし、
10 年やっている人は、「そんなこと、前はやって
いませんでした」と言うかもしれません。その辺
を何とかしておかないと長続きはしないだろうな
ということで、部署目標というものに入れ込んで
みました。これは大学内でそれぞれの部署が設定
する部署目標ですが、そのときに３つ決めまし
た。
１つ目は、図書館活性化のために、主たるユー
ザーである学生に図書館に親しんでもらい、活発
に利用してもらえるようにする。キーワードとし
ては、図書館は難しいところではないよという言
い方をしています。これが学生向けですが、利用
者のうちには当然先生方もいますので、先生に向
けては、教育面から促進するために教員との連携
を進めるということで、図書館は結構使えるとこ
ろですよというのをアピールしていきましょうと
いうことを２つ目にしました　３つ目がスタッフ
に向けて、これらを達成するために図書館業務の
改善と図書館職員の意識向上を図りますというこ
とです。実は、さっき言ったように、嫌々だった
り「えーっ」と言って働いていると、その雰囲気
が利用者に伝わります。皆さんもご経験があると
思いますが、働いているスタッフの雰囲気が悪い
お店とか二度と行きたくないところがありますよ
ね。あれを避けたかったので、どうせやるならわ
れわれ自身が楽しんで、自分たちが活性化しま
しょうということを言い続けてきました。この部
署目標は、2013 年から 15 年まで同じものを使っ
てきました。
これはオフィシャルな部署目標ですが、現場の
運用ポリシーとしてはこのようなことを言ってい
ます。利用者の快適性を優先すること。それから、
いろいろな掲示、注意書き、指示というところで、
ノーと言わないということ。最後に、職員の負担
はできるだけ軽減しましょうと。いろいろなこと
をやると、効果は上がるかもしれないですが、職
員が大変になってしまうとまたさっきの位置に戻
りますので、楽にやること、効率的にやること、
そして楽しんでやることをいつも心掛けましょう
というふうにしているのが、運用ポリシーです。
この２つ、オフィシャルな方と現場レベルのも
のを掲げてスタートしたのが始まりです。幸い、
当時の職員にも理解されて一緒に協力してくれた
ということで、非常に助かりました。
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Twitter を活用して身近な図書館へ
では、具体的な取り組みで何をやったのかとい
うところですが、１つ目は twitter です。ご存じの
SNS です。これは 2012 年の６月からスタートし
ました。学内の twitter としては、まだ他部署は
やっていなくて、図書館が初めてでした。広報部
が twitter を始めたのが、その２年後の 2014 年の
６月です。ですので、学内ではかなり先進的な取
り組みで、これこそが学生に向けて図書館は難し
くなくて親しみやすい場所なんだということを分
かってもらいたくてやりはじめたことでした。
現在、フォロワー数は約 2,800 人です。大学の
中にあるアカウントとしては、たぶん最高に多い
です。対象としては、在学生をターゲットにして
いますので、受験生とか卒業生に向けたような
メッセージはあまり出さない内容です。なので、
やっていることは、図書館のことばかりではな
く、大学のお知らせとか、こんなことがあったよ
とか、急に雨が降ってきたよというようなことを
やってきています。この twitter に関しては、2014
年に『短期大学図書館研究』で発表させていただ
いていますので、もしよろしければそちらもご覧
いただければと思います。
twitter をやっている大学図書館では新着図書で
今日こういう本が入りましたとか、データベース
を使ってくださいといった情報の発信型が多いか
と思います。当館の場合はそういうことをやって
いなくて、むしろコミュニケーションを大切にし
ています。積極的に学生のアカウントをフォロー
したり、学生が図書館についてつぶやいていた
ら、それに反応してみたりというようなことを
やっています。
気を付けていることとして、当然ですけれども
誹謗中傷はしないとか、個人情報に触れないと
か、あと、苦情が図書館宛てに送られてくること
もあります。後でも出ますが、図書館にアクセス
してくる方法として、例えば直接来るとか電話と
かメールとかいろいろあるのですが、そういう媒
体では言ってこなかったようなことを、twitter だ
と言ってくるんです。うるさいとか、24 時間やっ
てくれとか言ってくるのですが、そうようなある
種の苦情にも、ちゃんとさっきの情報交流のポリ
シーをもってお答えするということを頑張って
やってきました。それから、毎日必ずツイートし
ようともしません。１カ月何もしないときもあっ
たりします。こちらから先にフォローはしないと
いうような気遣いをしています。
この twitter が割と成功してしまったのですが、
成功したというのは何かというと、2012 年に 12
万人台に落ち込んでいた館者数が、2013 年に 16
万人台まで持ち直して 30％増になりました。手前
味噌ではありますが、おそらくこの twitter をやっ
ていたことが一番影響しているのではないかと
思っています。その後、15 万人に下がったりもし
ましたが、2016 年のところまでで大体 15 ～ 16 万
人をキープできるようになってきましたので、当
初掲げていた、学生の身近な存在になるというと
ころはクリアできたのではないかと思っていま
す。
さらに思わぬ効果として、学内の他部署から意
外に「図書館ってそんなことをやっているのね」
というような新たな接点が持てるようになりまし
た。twitter は本名で登録していない人が多いので、
職員かどうかは分かりません。実は私見ていま
す、フォローしていますという声も聞かれるよう
になり、こちらから発信している企画展示の話題
とか、ポスターのデザインとか、学生はどういう
ふうに反応してくるんですか、何か問い合わせが
あるんですかみたいなことも聞かれるようになり
ました。
館内の改装で使いやすく
もう１つは館内改装です。これはなかなか難し
いかもしれないのですが、図書館の中のかなり大
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規模な改装工事を、2015 年の８月、夏休み中に行
いました。図書館自体は 2008 年にできたので、
2015 年というと７年後です。築７年で改装かとい
う話なのですが、新図書館開館後、学生からのク
レームが続いていました。開館当時、日本図書館
協会の建築賞にもエントリーしたそうですが、照
明が暗いという理由で落選になったそうです。そ
のとおりで、閲覧席も暗いですし書架照明も背表
紙あるいはラベルが読み取れないぐらい暗いで
す。また、ガラス面とかフローリングとか、非常
にデザイン性は高いものの、運用面では困ってい
るところがありましたので、その辺も改善したい
ということもありました。
例えば、明るさ対策で照明を LED に交換した
り、カウンターを移設したり、企画展示エリアを
新しく設置したり、書架照明を入れたりというこ
とです。それでも 2012 年からずっと言い続けて、
構想３年、実施１カ月でやっと2015年にできたわ
けです。　2015 年には閲覧席側、利用者サイドを
改装したのですが、１年半後の2016年に事務室内
のレイアウトも変更して、これで一応、当初思っ
ていた設備的なところがコンプリートしたと思っ
ています。
簡単にご紹介すると、このような書架で、左側
がビフォア、右側がアフターです。奥の書架の上
の照明が、ビフォアのときは電球色で電球型蛍光
灯が入っていました。ですので、くっきり見えな
い。アフターの方は、その部分を全部 LED の昼白
色に換えましたので、よりくっきり見えるように
なりました。これは大好評でした。
あと、カウンターも移設してしまいました。左
側がビフォアです。図書館に入っていくと、ゲー
トの正面にアイランド型のカウンターがありまし
たが、ゲートに向かっては正面を向いて、閲覧席
にいる学生には全て背中を向けているという状況
があまりにもでしたので、右側のアフターのよう
に、ゲートの横に閲覧席のほうを向いた形に作り
直しました。
カウンターを移設したところ、元の場所が空き
まして、そこに企画展示エリアを新設しました。
これは特注の家具で、真ん中に照明が入る、行灯
形なっています。展示の企画としては、人工知能
とか、夏休み企画で大学生のための恐竜展とか、
やる気を出しましょうとかを数多くできるように
なりました。
その他、書架照明新設といったところで、さっ
きの LED に換えた天井照明とは別に、円形の書架
の縁のところに全部テープ状の LED を貼って、書
架が明るく見えるようにしました。当館は入口が
２カ所あるのですが、先程のカウンターではない
ほうの入口を入った正面にこの丸い書架がありま
す。こちらが入ったところでとても目立つように
なりましたので、ここに、授業で必ず使う指定図
書を置くようにしているというようなこともやり
ました。
改装の最後は事務室内のレイアウト変更です
が、このような細長い事務室です。事務室には、
カウンターがついていて、利用者が来ます。職員
はカウンターに平行してパーティションを挟む形
で向かいあって８～ 10 人が座っているのですが、
半分の人はまるっきり背中を向けている。カウン
ター側を向いている人はいるのですが、いざ利用
者のいるカウンターに行こうとするとすごく遠回
りをしないといけないということで、動線がとて
も悪かったのです。これも、閲覧席側の改装を機
− 26 − − 27 −
に話しがしやすくなった施設部に頼んで、この細
長いテーブルを半分に切って島を２つにして、利
用者には接しやすい形になりました。図書館内の
改装と事務室のレイアウト変更は、どこの図書館
でも気にはなっているところかもしれません。
じゃあといってできるとは思えませんが、たまた
ま３年かけてやってみたらできたということがあ
りますので、皆さんも諦めずにやってみてはいか
がでしょうか。
あと、新しく企画展示エリアができましたの
で、そこで、さっき紹介したようないろいろな図
書館独自企画、新入生向けとか、就活とか、夏休
みの恐竜展などもやりますし、学内のいろいろな
講演会と連携して、講演会をされる先生方に関係
図書のリストをいただいて、その本を並べてイベ
ントと連動するようなことをやってみたりしてい
ます。どうしても図書館の中にこもってしまうこ
とが怖いので、他部署との連携はずっと言ってい
ることで、連携もできるようになったということ
です。企画展示した図書は貸し出しも自由なの
で、貸し出されるとその棚がスカスカになってき
て、利用されていることが分かりやすいですし、
実際、当然ながら貸し出しも伸びるという結果に
なってきています。
授業での情報検索ガイダンスについて
次は教員向けについてです。これは授業でやっ
ていることなので、最終的には学生向けなのです
が、基礎演習という１年生の必修の授業で、全て
のクラスで情報検索のガイダンスを１コマ分やっ
ているという活動です。基礎演習のような授業は
どこの大学でもあると思いますが、新入生が大学
での学びや研究をしていくための基礎を身に付け
るということで、テーマの探し方、設定、文献情
報の検索の仕方、あるいは引用の仕方、プレゼン
テーションの方法を学んで、最後にレポートを作
るという授業です。本学では、2,400 文字のレポー
トが最終的な課題となります。
15 回の授業の中で１回分、大体第３週目ぐらい
なので連休の前後の時期に、図書館の職員がお邪
魔して説明をさせてもらいます。学部１年生が大
体 1,000 人で、複数クラスを合同で実施すること
もあるので、回数にすると 25 ～ 30 回となります。
これを、私も含めて３～４人の職員が交代で担当
しています。ですので、１人が７～８回やること
になります。内容としては、レポートを書くため
に必要な情報源にはこういうものがあるというこ
とが分かるように、辞書、新聞、図書、論文の４
つのリソースに分けて、図書館が提供できるそれ
ぞれのリソースと入口を紹介して、簡単な使い方
を説明しています。
これは以前から続いているものですが、2016 年
に内容を大幅に見直してみました。それまでの内
容は、図書館の利用方法の説明があって、OPAC
で検索して、本を書架からいかに見つけ出して借
りて使うかという説明が全体の半分以上で、あと
データベースもあるよといったものでした。
実際、利用状況を見ると貸出冊数も減っている
のです。そういう中で、あまり紙の本の話ばかり
していてもしようがないというのと、2015 年から
新入生は全員 iPad を買わされるようになりまし
た。ですので、今では全学生が持っています。iPad
を常に持っている学生に変わってきたので、それ
ならば図書館で契約しているデータベースとか、
電子ジャーナルとか、あるいは電子書籍をどう使
うかという話しに切り替えた方がいいのではない
かということで見直してみました。
これは、さっきご覧いただいた４つのリソース
の区分けと同じです。OPAC の話もしますが、そ
れは全体で言うと４分の１に減りました。こうい
うような大改革的なことをやりました。
実はこのときに、富士通さんにお手伝いをして
いただきまして、フィールドイノベーション活動
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という、簡単に言うと業務改善のような活動を並
行してやっていました。その中で、改善すべきと
ころは議論する中で、図書館から利用者へのガイ
ダンスを見直しがあげられたという経緯がありま
す。
内容を変えたのと同時に、そこで紹介している
データベースが実際どのくらい使われているのか
ということを利用統計で検証していきました。ご
覧いただいているのは年間ベースの利用回数です
が、2015 年までと 2016 年にガイダンスの内容を
刷新した後では、辞書・事典はちょっと減ってい
ますが、その他は前年比増になっていて、特に論
文、新聞に関しては 50％も増えていることが分か
りました。やはりどこかできちんと紹介しておく
と、ちゃんと使うようになるということです 。
このようなデータが取れてきましたので、
INFOSTA（情報科学技術協会）が毎年開催してい
る INFOPRO という情報プロフェッショナルシン
ポジウムで、昨年11月にガイダンスの内容の変更
に伴う電子資料の利用の影響検証という発表もさ
せていただいております。
ガイダンスを変えるということと、それを検証
するということに取り組んできました。このよう
に、検証結果が出せると職員とも共有できて、み
んなで汗をかいてやった結果こんなに伸びたとい
う認識がまたやりがいにつながるのではないかと
考えています。
そして迎えた 2017 年
ここまで結構いろいろ頑張ったのですが、2017
年（昨年）、何と６年前と同じ 12 万人台に激減し
てしまいました。このＭ字ラインです。
これはたまたまかなと思われるかもしれませ
ん。そこで、今年の４月から７月までの入館者数
を比較してみると、６万 9,000 人台ということで、
昨年とそれほど変わりませんでした。16 万人を
誇ったときは７月までで８万人来ていましたの
で、このペースでいくと今年も昨年同様の12万人
台が見込まれます。これはなぜかというと、簡単
です。８号館という新しい建物が昨年の４月にで
きた影響です。そちらにお客さんが流れたとい
う、とても分かりやすい原因です。
８号館は、ここは英語専門の学習施設です。建
物全体が学習空間とネイティブ教員の研究室と教
室になっていて、ここに行ったら英語でしゃべら
なければいけないという状況、あるいは、英語の
課外学習のための学習支援も受けられるというよ
うなところになっています。同じ機能を持つ施設
は以前からありましたが、８号館として拡大移転
しました。
キャンパス内の配置をご覧いただくと、新しく
できた８号館は、キャンパスの真ん中です。実は、
こっちの上に行くと最寄りの駅があるので、ここ
の入り口から来る学生が結構多いんですね。本当
にキャンパスの真ん中で、学食も近い。片や図書
館はキャンパスの一番奥にありますので、立地条
件からして負けてはいるのですが、８号館のほう
に純粋に流れました。ただ、残念なのは、８号館
は図書館と違ってゲートのシステムが導入されて
いないので、多くの学生に利用されていることは
分かりますが、実際に何人使っているかがはっき
りしていません。
 
− 28 − − 29 −
新しくできた８号館について
※当日は動画を見ていただきました。
８号館の中は、少し昔のアメリカ・ニューヨー
クというコンセプトで、アンティークな家具が置
いてあり、空港のような、吹き抜けの広い空間で
す。これは入口のちょっと横のところですが、学
生がいっぱいいますね。２階は、本当に英語しか
しゃべってはいけない場所です。ネイティブ教員
が待ち構えていて、英語で話し掛けるという場所
なのですが、ここにもちゃんと学生はいるので
す。
この英語学習施設は、まるっきり新しくできた
わけではなく、それまでは図書館の隣の建物に
あって、昨年の本学30周年記念に合わせて完成し
ました。
こちらは同じ日の図書館です。どの席にも結構
いると思いませんか。閲覧席がトータルで 300 席
あって、これが一番静かなキャレル風の閲覧席で
すが、結構います。窓際の席や館内全体に学生が
来ています。
図書館の学生アルバイトに聞くと、８号館はう
るさくて勉強できないという意見もあります。フ
リートークできて、食べ物も OK なんですね。そ
のため、勉強したいときは図書館に来ますとい
う、非常にありがたい声も聞こえています。確か
に、非常に静かです。「しゃべらないで」とか「静
かにしてください」という掲示も、職員が注意す
ることもありません。それぐらい静かに勉強して
くれています。ですので、勉強する学生は確かに
来ていると思うのですが、数字で見ると２割減っ
てしまいました。こういう現実があります。やは
り場所には勝てないということと、結局、図書館
でもきるけれども、みんなでしゃべりながらでも
できる勉強は、そっちのほうに流れていくという
現実もあろうかと思います。
さらなる取り組みへ
ここまで、ほぼオチがついたように「いろいろ
頑張ったけれども、はみ出す活動をしたけれど
も、場所には勝てなかったよね」と言うとこの先
がありません。ですので、そうは言っても少し頑
張ってみようと思いました。
本学には、神田佐野文庫という貴重図書のコレ
クションがあります。佐野というのは、学校法人
佐野学園の名称からきています。神田佐野文庫
は、以前は洋学文庫と呼ばれ、幕末前後ぐらいに
オランダ語や英語など西洋の言葉を日本人が学
ぶ、その時期に輸入したり独自に作ったりした外
国語の学習に関する資料等を収集したものです。
有名なところでは、２年前にシーボルトの直筆の
書簡が発見されて、いくつかの新聞にも載りまし
た。その展示コーナーを３号館に新設する予定で
す。
３号館はキャンパスの真ん中にあります。場所
的にデメリットの多かった図書館ですが、３号館
という真ん中、教室がある建物に出店を置くこと
に成功しました。神田佐野文庫の展示がメインで
はありますが、図書館管轄の場所ができましたの
で、そこでこれからいろいろできるなと思ってお
ります。
実はもうひとつ、この３号館の展示コーナーの
向かいに80型のサイネージを付ける計画です。こ
の３号館の中には学内売店があります。そこを今
年の４月に改装してコンビニ風にしたところ、非
常に多くの学生や教職員が利用するようになりま
した。図書館の前にもサイネージはありますが、
通行量の多いこちらの方が効果的です。
今後、このサイネージをきっかけに、学内全体
のサイネージにも図書館が関与できたらよいので
はないかと考えています。もしかしたらこの辺が
「はみ出している」かもしれません。10 年ぐらい
前に機関リポジトリが出始めたときに、当時千葉
大学の土屋先生が「これからの図書館は機関リポ
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ジトリをやって学内の研究成果を図書館から発信
していかないと、仕事がなくなるよ」と言ってい
たのをご存じの方はいらっしゃるでしょうか。そ
れと無理やりに通わせているのですが、図書館は
学内の情報をちゃんと集めて、整理して、学内へ
知らせる。対象は学生がメインですが、先生や職
員でもいいです。それをサイネージでやるのもあ
りなのではないでしょうか。
大学あるあるで、皆さんもそうだと思います
が、自分の大学の中で今日どんな説明会やイベン
トがあるかを知らなかったりしませんか。急に人
がたくさん来て、調べてみたら何かの講演会を
やっていたみたいなことです。そういうことをき
ちんと整理して、的確にサイネージで出していく
ということです。情報の収集、整理、発信、提供
は、図書館でやったらすごく得意だと思うので
す。
では、図書館は何をすればいいのか
最後に、何でこんなことをやってきたのかとい
うところで閉じたいと思うのですが、最初、2012
年に、「活性化」と言われて何をすればいいのかを
考えました。図書館の役割ですね。例えば、ICT
支援、IT リテラシー教育みたいなことを図書館で
やったらどうでしょう。学生は iPad を持っている
ので、使い方に困っていたら図書館に行こうと思
うでしょう。これはもしかしたら活性化につなが
るかもしれません。でも、皆さんのところもそう
かもしれませんが、そのような業務は情報システ
ム系の別部署がやってしまっています。
例えば、リメディアル教育、初年次教育も、図
書館でできるかもしれません。よく入学前課題な
んかで図書館で課題図書を出したりします。あ
と、ライティング支援もそうです。レポートの書
き方などを、実は図書館の中でやっていました。
ですが、うちの場合だと、アカデミックサクセス
センターという別部署が昨年立ち上がり、リメ
ディアル教育とライティング支援をやることに
なったので、ここも移っていきました。
それから、英語学習支援です。外国語学部では
ない学部の大学の場合は、例えば理工系の学部で
英語も必要だということで、図書館で多読本マラ
ソンなどをされるかもしれません。そういう外国
語の支援も図書館でできるのですが、うちの場合
は、さっきの８号館をはじめとするところが専門
でやっています。
このように捉えると、図書館でできることがす
ごく少ないように見えてしまうのです。しかし、
本当はもっといろいろなことができるのではない
か、ということを考えてみた結果です。
 
当館の twitter では新着図書の話などはあまりし
ないというお話をしましたが、一番「いいね！」
やリツイートの数が多いのは、天気の話題と、図
書館の周りにお花が咲きましたとか、ここにこん
な虫がいましたというような話です。これを、も
し教務課の twitter アカウントで「教務課のカウン
ターにチョウチョが飛んできました」とツイート
したらどうなると思いますか。大炎上です。「教務
課、仕事をしろ」と絶対炎上するのですが、図書
館であれば「いいね！」が伸びるのです。
図書館というのは、意外に何でもできます。だ
から、硬いも軟らかいもあるのですが、意外に何
をやっても OK だと思います。できれば硬いほう
に寄らせたいのですが、こういうやり方も一つあ
るのかなと思っていただければありがたいと思い
ます。ここまで、少しお恥ずかしい部分もご紹介
させていただきましたが、以上で私からのお話を
終わりとさせていただきたいと思います。ありが
とうございました。
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